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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞
　・木村　梅子様～本人外泊に対して拒否されている為外泊中止となっています。　　　　　
・浅野　秀子様～妹様と連絡取れ、日赤病院受診の件伝えました。５月２１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　日迄泊まりの仕事の為５月２３日であれば受診可能との

　　　　　　　　　事です。（時間不明の為外出届けはまだです。）

・記録担当係より４月分のカルテの記載漏れやフローシートの漏れなど５月１４日までに担当スタッフがチェックし、チェック済みの方は岩藤Ns・太

　田Ns・鳥谷部Nsまで教えて下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

・高橋　百壽様～症状改善したり悪化したりと不安定さやレベルダウン見ら

　　　　　　　　れている為、毎日今まで以上にスタッフが声掛けを行ない

　　　　　　　　レベルダウンの防止を図って行く。やる前から諦めの声が　　　

　　　　　　   聞かれる事もある為その時も本人がやる気が起きるよう声がけを行ない徐々にレベルアップしていけるように援助を行なう。また、表情の硬さが見られる為１日に何回笑顔をスタッフと交わせるか行なって行く。笑顔が出来たり、作業で頑張れたりした際には褒め、本人のやる気を起こさせる。

　・佐々木　淳様～本日40分トイレにこもり、独語聞かれています。30分以上こもっている場合は自殺等の危険防止の為に声掛け・確認を行こなう。また、怒りっぽさも目立つ為、他患者様へ影響を及ぼす可能性がある為スタッフ介入にて様子観察行なって行きます。

  ・井上　和美様～気分の沈みが見られています。本人は「いい時と悪い時がある。」と話され、自分なりの対処法は出来ているとの事。病感・病識がほとんど無く、顎が固まるのは違う病気のせいだと思っている為、なぜ顎が固まるのかなど本人と深く話し合い病識を付けていく必要がある。　　　　　　　
　　・沢田　三朗様～表面的な反応見られていますが、スタッフに代理行為をお願いする事出来ています。これからは1日1回以上は本人とスタッフが話し合う時間を粘り強く持ち、本人の思っている事や病状の変化などを見逃さないようにする。また

本人病識が無い為、気が遠くなる感じも精神症状の１つ

である事を話しに入れながら行なう。

　　・金沢　洋子様～男性患者様との過度な接触見られない為ケアプラン変更しています。
　　　　　　　　　　＃１．集団生活でのふさわしい服装が出来ていない。


　　　　　　　　　　　　　（男性患者様と過度な接触をする可能性がある。）P1－①ブラジャーの着用を促す。

　　　　　　　　　　　　　　②ブラジャーが透けている場合は肌着の着用を
促す。
　　　　　　　　　　　　　　③露出のある服装をされた場合、服装について　
説明する。

④幸房は9:25、12:55出棟とし守れない場合は

指導する。
















